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 特許庁商標審査基準 WG の議事録によれば、来年以降、商標審査基準の改定により、識

別力の審査が厳格化されることが打ち出された。この改定は識別力の低い商標が比較的容

易に登録されてしまう現状へのユーザーの不満も反映している模様だ。 

 しかし、そもそも識別力が低い商標には本当にうまみがあるのだろうか。 

 商標権は１０年ごとに更新することで、半永久的に権利を維持できる。一般に、登録され

て１０年後に更新された商標は、商標権者（事業者）が権利を維持するメリットを感じてい

る商標であり、その多くは、１０年目の時点で使用している商標で、ロングセラー商品につ

けられた「うまみある商標」といえるが、そもそも識別力が低い商標は、同業者であれば真

っ先に使用を考える商標であり、運良く登録されたとしても、同業者や消費者が商標権の存

在に気づかずにうっかり使用してしまいやすい傾向もあり、１０年も経てば言葉として陳

腐化し、自他商品を区別する標識としての価値を失いやすいのでは、という予想もできる。 

 予想の真偽を検証すべく、審査段階で審査官から「同業者の誰もが使用を欲する」との疑

念を持たれた商標、すなわち３条１項各号の拒絶理由を受けた商標と、当該拒絶理由を受け

ていない商標とで、登録１０年後に更新される割合が異なるか、という点に着目して調べて

みた。結果を以下に示す。 

 

 驚くべきことに、予想に反し、自動車、雑貨分野1を除く多くの業種で、審査段階で審査

官から「同業者の誰もが使用を欲する」との疑念を持たれるような商標の方が、そうでない

造語商標よりも１０年後に更新される確率が有意に高い傾向が見出された（特に食品）。 

 以上の結果からいえることは、「奇をてらわず、同業者が使用したいと思うような直接的

でわかりやすく馴染みがいい商標を選択することで、結果的にその商標を付した商品も消

費者に受け入れられ、ロングセラーに繋がっていく」ということである。 

 これは、商標更新の歴史が証明する事実であり、識別力の審査が厳格化する流れがあると

しても、商標選択の際の一つの指針になりうるのではないだろうか。 

                                                   
1 雑貨分野で１０年消滅率に大差がない理由は、商標のいかんによらず、商品のライフサイク

ルが１０年より短くついえてしまいやすいためではないかと考えられる（１０年消滅率が他業

種に比べて高いこともそれを支持する）。自動車分野もほぼ大差ないと見ることができる。 

https://www.jpo.go.jp/shiryou/toushin/shingikai/t_mark_sinsakijunwg_menu.htm

